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台風粥号による山くずれ災害

～とくに土石流の災害について～

昭和41年9月25日夜半静岡県御前崎に上陸した台風

26号は静岡山梨県下から関東1東北地方を北進して

多くの被害をもたらした.とくに山梨県足和田村と

静岡県梅ケ島温泉の山くずれ災害は多数の死傷者を出

す大きな惨事となった.足和田村と権ケ島の両地区に

ついて災害の根源となった地質条件を踏査した.い

ずれもきわめて地質･地形の悪い地区で山くずれ災害

が発生してV･た.台風の規模はB級の台風であるにも

かかわらず各地に多くの被害をもたらしたことは東

日本カ壕雨に対して弱い条件にあることが注目される.

このようた自然災害を軽減するには危険地区を把握

しこれに対する防災対策を検討することカミ望まれる.

山くずれ災春

山くずれは山腹の岩屑くずれ→渓流の河床崩壊→

土石流の発生一→山津波あるいは鉄砲水など一連の山地

崩壊を一括して取りあっかう性質のものである.山腹

の岩屑くずれカ茎災害の始まりのようであるカミ河床の擾

乱と土石流の発生カミもっとも大きな災害の原因となって

いる.ひとたび渓流のどこかで河床が擾乱されると

河床を構成する土砂石礫は浮遊流動し河岸の崖錐は崩

壊し土石流は雪だるま式に拡大して大き恋災害をもた
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らすことカミある｡とくに流動しやすい泥～細礫を多く

堆積する渓流は注意されねばならない.
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岩層くずれ(D曲1婁舳あるいはDebr1sava1anche)

は地質構造と拾質およびこれらに関連する風化の特性

を反映したものであり粘土質の多い土石状1粘土質の

きわめて少匁い岩層状1粘土質と砂質の多い土砂状のも

のなどであるが足和田村の山くずれは玄武岩系(中

新世のもの)の風化土が多い土石状のものであり糖ケ

島の山くずれは黒色粘板岩の細礫を主とする岩層状の

ものであった.組成の相違はあるカミｰ括して岩層く

ずれと呼ぶことにした.土石流は性質･規模･状態な

どの相違によって山津波あるいは鉄砲水と呼ばれること

カミある.一般に前者は泥の多いものであり後者は水

の多いものである､しかし多くの要素が重なっている

自然条件では明確に区分することは困難である.

クリｰプをおこしているいわゆる地すべり地帯は人

命を失なうような災害をおこす例は少ないカミこれに反

して集中豪雨の時に発生しやすい山くずれや崩壊性地

すべりは大き狂災害をもたらすことが多い.台風26

号による足利閏村の板場および西湖両部落の災害梅ケ

.島温泉の災害などいずれも土石流によるものであった｡

昭和36年6月の伊那谷集中豪雨災害昭和40年9月の台

風24･25号による福井一岐阜山地災害昭和41年6月の

木曾谷集中豪雨災害だとの例は山間地における河床の

擾乱と土石流の発生がもっとも大きな原因となっている.

図1安倍川周辺の地質概衛図

梅ケ島温泉の被災跡(10月後の状態)温泉地の上流側の部分谷間の河原地耕に

作られた新しい温泉旅館(寿展･さかや･泉屋)が土石流で破壊された惨状�
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とくに細片化しやすい岩石あるいは土壌を形成しや

すい岩石から次る山地では岩屑くずれが多くまた土

石流を発生しやすい.

わが国の気象環境や地質特性を反映した現状では山

くずれを食い止めることはほとんど不可能に近いカミ{

くずれ災害をおこしやすい地質･地形の状況を調査し

問題のある土地を指定することは可能であろう.なお

多くの山間地雨量観測によって山くずれ災害の危険度

を推定あるいは予知することが可能であろう.

梅ケ鑑温泉の山くず机災害

梅ケ島温泉は静岡市の北方約44km安倍川最上流

地域で標高1,000mのところにある.静岡県と山梨県

の県境に近く地形図にみられるような急峻な地形から

たる地域である.台風26号による大きな被災地となり

温泉旅館など9軒を全半壊し死者(行方不明を含む)

26名に達する惨事となった.9月26目午前1時頃大

音響とともに土石流に襲われ産上の二軒の旅館をのぞ

いて河床ぞいの旅館(上流測から寿屋旅館→さかや旅

館→泉屋旅館→清香旅館→寒風亭→喜久屋旅館→湯の島

旅館)は土石流に埋没した.とくにくの字型の屈曲部

から上流測は全壊するに至った.昔の温泉旅館は河原

から20～30mのかけ上に位置する高所のもの一軒(梅薫

楼)に過ぎなかったカミ温泉ブｰムによってここ数年の

童間にこのような

温泉地が旧河原地

帯につくられたも

のである(図一5).

集中豪雨で災害を

受けるであろうこ

とは明らかなもの

でありこのような

場所に温泉地を形成したことは思慮のない計画であった.

谷間の温泉地である街命があったにせよ無謀といわざ

るを得ない､今後の海ケ鳥温泉の開発については土

石流を発生するエネルギｰを蓄積する地域であることは

忘れてならたい.

安倍川地域錫軸般的地質蟻撞

梅ヶ島温泉を含めた安倍川上流地域の山地はいわゆ

る陣代末詳層灘からなりほぽ中生代初期の地層を主体

とすると考克られている淋具体的な地質時代の確証は

い塞想得られていない.この地域に露出する岩層は

千枚岩質の粘板岩を主とし硬質の砂岩層を挾んでいる害

者英綱脈の貫入淋多くみられこれは砂岩質の部分にい

もじるしい吉一般的な走胸は酬E-SSWでWNW

方向に40～85｡の急碩斜を示すことが多い.走向が同

じで逆にESE方向に40｡以上の急傾斜を示すものも少

なくない.また一部では一これらの一般走向･傾斜と

異なった構造を示すものがみられる.しかし全体的

た岩層排列および構造線がNNE-SSW方向にあるこ

とは確かでNWNからSES方向に流路をとることの多

い安倍川上流は地質構造的に横谷とたってこれらの

山地を深く刻んでいる(図一2)

なお西側の大井川上流地域にはいわゆる仏像線に

隣接して時代未詳層群の側にも大きな破砕帯がNNE

-SSW方向に認められておりこれにそって岩屑くず

れが著しい.一方東側の富士川流域にはほぼNS

方向の静岡一糸魚川構造線とこれに伴う多数の断層･

摺曲帯カミ知られている.

安倍川上流地域の時代未詳層灘は厳捲には変質破砕

岩とはいいがたいにせよ西南目本外帯における変質破

砕帯の一翼を占めている一少恋くともその変動の影響

図1安倍川上流

堆域部分地

質図

土石流におそわれた寿屋旅館

鉄筋コンクリｰト階建物の残骸外壁は残りたが2階の高さまで左肩流の衝撃

を受けた鰯跡と土石の山はそのすさまじさを示す�
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を直接受けている構造地帯とみなすこ

とができる.また北アノレプスや四国

脊梁山脈などと同じように地質時代

から今日までいちじるしい隆起と激

しい侵食がくり返されてきたところで

ありその活動は現在なお最盛期にあI

ると考えられる.安倍川における河

床は広い河原を形成していることが

多く河床に岩盤が露出しているのは

最上流部や小支谷を除いではまれであ

る.このことは河床の侵食は過去

に行祖われたことは聞違いないがお

そらく沖積期に入ってからではむし

ろ岩屑の堆積が旺盛になっている段階

にあるといえるものでありその岩屑

の供給は山くずれの頻発によるもので

ある.
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嬰倍川上流地域の概況

安倍川の上流は北向きの海ケ島温泉の本流と北酉

向きの大谷くずれの支流とに分かれている.大谷くず

れはわが国の三大くずれの1つといわれるものでありき

わめて大きい規模の崩壊地である.万治3年(約3C0

年前)に大山津波力量あったといわれている.大谷くず

れの地区はこの地域の全体的構造に反した異常構造を

呈し地層がすでに破砕状となり内部までかなり弛緩

しているものと思われる.細片状になりやすい黒色粘

板岩が多く分布する.山地の地層や崖鋒堆積物からは

地下水の湧出が多くみられいわゆるPiping現象がい

ちじるしい.大谷くずれは現在も大小の崩壊が目立

って断続しており下位には大規模な崖錐群が形成され

ている.合流点の新岡付近には安倍川における唯一

言㈱
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鰯葛温泉棚本流と大谷くずれ支流との

河床面勾配断面構式図
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図4大谷くずれ段丘分布と温泉側本流仮想

段丘分布

��

の典型的匁段丘面が発達しているかこれを追跡すると.

明らかに大谷くずれの出口までさかのぼる.しかも

この段丘面は合流点から下流3km付近で消滅し一

方温泉側本流の上流に向ってもその高度を減じており

かつ上流側にはこれに対比される段丘面は認められない.

したがってこの段丘面は大谷くずれの大崩壊によって

形成されたものと解せざるを得ない.また段丘の堆積

物は明瞭な層理を示さずかっ一一段のみである.した

がってこれカミいっ形成されたがは別として比較的短

い期間に一挙に形成された可能性が大きい.

権ケ島本流の最上流部は大谷くずれと背中合わせに

放った状況にあるので大谷くずれにみられるような地

層の異状構造が存在する可能性が予想される.権ヶ島

温泉の上流奥地で大谷くずれの段丘を形成したような大

梅ケ島温泉地の新しい左肩流堆破1ヵ月後の状態であリ河床は侵食

で元の位置に復帰しつつあるが両岸に残した新しい厚い土着流堆徴物

織水面はこの堆繊面よりさらに2㎜前後高かったようである

海ケ島の土石流堆横物の近景主として黒色締板岩の小さな礫からたる短時間の

土石流で層状の堆磯輪廻がみられるのが注目されるこのような土石流の運動機

構を示唆するものがある�
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図5一ユ被災直前の梅ク島温泉
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図5-2

規模の崩嬢が発生したと仮定すれば大谷くずれ段丘面

の勾配を温泉側河床勾配の上に重ねたような段丘面の出

現カミ想定されるものである.(図一3･図一4)

権ケ島温泉付近の崩壊および土;百流

災害をおこした当時の雨量は115mm/h(26目の｡時から

1時梅ケ島村役場)であったといわれる.海ケ島地

内にはいくつかの崩壊個所カミみられ1000～2000m3程

度の岩屑くずれをおこし県道を遮断したり安倍川に

崩落したものカミある.これらの岩屑くずれは雨裂のよ

うな山ひだの凹み(小支谷)に発生しているものカミ多い.

温泉地のごく近くにはとくに大きな崩壊は認められな

かった.しかし今回の台風で権ケ島温泉およびこの下

1齢1割iさ2-3m〕となつた部分

�
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被災当時の梅ケ島温泉

流域に対して供給された土石

の量は工O万m3を越えると推

算されるものでこの土着の

供給源の大部分は温泉地か

ら数王00狐以上上流の奥地に

あった｡斜面の岩層くずれ

と渓流の河床擾乱によって

このような土石流が発生した

こをは明らかである.しか

し奥地のある個所で大規模

恋崩壊力童発生したものである

かあるいは多数の中～小崩

壊が流域で発生し花ものであ

るか明らかでない.渓流の

奥地は入れない状態にあって

今回は十分に調査し得たかっ

た.海ケ島温泉付近から上

流は地形的には著しい侵食

谷であるが過去の岩層くず

れによる崩積土石をかなり河床に堆積していた様子がみ

られる.このような河床堆積土石はある条件によっ

て急激な土石流と狂って流出しやすい.被災地には

土石流によって形成された礫層を堆積していた.その

堆積物は主として黒色粘板岩質の細かい礫からなるもの

であり厚さ4㎜以上におよんでいた.水位面は堆積

面上1～2mにおよんだであろうことカミ推測される.

普通は静か放流れの渓流が多量の水を伴った土石流に

よって谷底幅一はいに氾濫した状況を止めている.温

泉地付近でみられた土石流堆積物はかたりの量である

が発生した土石流の一部分であり大部分はさらに下流

の幅広い河床へ流出している.自動車が1たm以上下

流の広い河原の真中に押し流されていた.足禾田村の

板場部落があった被災扇状地(遠景)部落背後の沢で沢披げ状艦の土石

流が発生した一瞬にして扇状地の榔落約40戸が埋没する大惨事とたっ

た

西湖部落をおそった涙から柳出した土着流の堆積(沢の出q付近)

主として中新統の玄武岩質の土砂石礫遠方は家屋の残骸を焼く

煙と西湖�
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根場および西湖の災害は扇状地に押し出された土石流

によるものであり海ケ島温泉の災害は河原に位置し

た温泉街を通過した性質の土石流によるものである.

したがって両者は多少性格を異にする.海ケ島温泉

の土石流堆積物に明瞭な成層構造が認められたことは興

味ある事実であり土石流の運動機構に大き荏示唆を与

えるものである.堆積状況や運動機構の論議は別とし

て堆積輪廻が発生していることはきわめて短時間におけ

る波状土石流の発生を示すもののようでありその破壊

エネルギｰはきわめて大きいものといえるようである.

予知および対策について

このような特殊在地質条件下にある地域の内でいつ

どこに岩屑くずれや土石流が発生するかということは

たかなか厄介な問題である.降雨量カミ増加すれば災

害確率が増加することは経験的に周知の通りであるカミ

具体的な個々の場所についての相関々係を見出すことは

はなはだ困難である.まず過去の経験や地域特性に

もとずいて土石流や岩層くずれの実態を可及的に把握

しこれを活かすようにすることであろう.

安倍川の上流地域は異状な侵食と堆積が行なわれて

いるめずらしい水系でありこのような崩壊性の地質か

らなる地域では対策の困難性か大きい.砂防堰堤1は

土石流の発生や岩層くずれの防止にはあまり役立たない

のではないかと思われる.むしろ砂防堰堤はこれ

による堆積と侵食の相関々係で多くの問題点が存在する

権ヶ島温泉の大きな被害にもかかわらず安倍川沿岸の

ほかの人家や施設に被害カミ少なかったことは高位置の

緩斜面や安定した段丘に位置し災害を受けやすい場所

を避ける自然の法則に忠実であったことによる.自然
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図6海ケ島温泉被災前後における河床一断面概念図

の条件を無視していろいろな施設をする最近の傾向は災

害を増大しているものであり好ましからざるものであ.

る.

今回の岩層くずれや土石流の規模は大谷くずれにお

ける過去のものに比較するとこの地域としては最大規

模にはおよぱずせいぜい中規模程度のものであったと

解される.このことは海ケ島温泉の今後の開発につ

いて重要な問題であり平地がほとんど在在しない谷間

の温泉地で今後いかにするかは重要な課題である.

自然現象の法則と経済性と生活ビジョンの調整によって

まず防災を第1に考慮することを要望する.

(筆者らは応用地質部)

西湖都落内の土居流の堆繊(被災地)

この土石流堆繊地に多くの住家があっ

た残った象も内は泥水の流れで破

壊されている�


